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 指間細胞死は肢芽の不要部分を削り、独立した 

指を形成していく仕組みです。 

 しかしカエルでは指間細胞死が起きないことが、 

1977年に米国キャメロン氏らが公表して以来の定

説でした。なぜカエルでは指間細胞死が起きない

のか。今回、我々はさまざまな工夫を凝らすことで、

カエルでの指間細胞死の存在を証明しました。 

 みなさんと一緒に、指を作るというカエルとヒトの

間で共通な仕組みを通して、生物の形づくりの秘

密を考えていきます。 

日時 平成２６年８月２５日（月）１４：００～１５：３０ 
場所 くにびきメッセ ６階大会議室 
    松江市学園南一丁目２番１号 TEL0852-24-1111 
 

 
     

指間細胞死の進化に関する
考え方 


